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富山県のほぼ中央部に位置する小杉町南部の射水丘陵は、県

下でも埋蔵文化財が最も集中する地域として知られておりま

す。

この地域は、北陸自動車道小杉インターチェンジ・小杉流通

業務団地 。県民公園太閤山ランド・都市計画街路等の開発事業

に先立って埋蔵文化財の発掘調査が実施されております。本書

に収録した黒河西山遺跡は、射水丘陵地帯と平野部の接点に位

置する遺跡です。

この調査で、奈良時代から平安時代の炭焼窯 。須恵器窯の遺

構が確認され、周辺地域の生産遺跡との関連を知るうえでの貴

重な資料といえるでしょう。

本報告書が、多くの人々に活用され、地域の歴史と文化の理

解の一助になれば幸いであります。

最後に、調査にあたり、ご援助ならびにご協力をいただきま

した地元の方々及び県教育委員会・県埋蔵文化財センターをは

じめ関係者の方々に哀心より感謝いたします。

平成元年 3月 31日

小杉町教育委員会

教育長 川腰豊一
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例

1.本書は、富山県射水郡小杉町黒河に所在する黒河西山遺跡の調査報告である。

2.調査は、店舗及び駐車場用地造成事業の実施に先立ち、東和興産株式会社の委託を受けて、

小杉町教育委員会が行なった。また、調査にあたっては、富山県埋蔵文化財センターから調

査員の派遣を得た。

3.調査事務局は、小杉町教育委員会におき、社会教育課主事金山秀彰が事務を担当し、社会

教育課長竹林真昭が総括した。また調査期間中、富山県埋蔵文化財センターの指導・助言を

得た。

4.調査担当者は、次のとおりである。

富山県埋蔵文化財センター文化財保護主事 池野正男 。宮田進一

小杉町教育委員会社会教育課主事 原田義範

5。 調査にあたり、富山県教育委員会文化課、富山県埋蔵文化財センターから指導を得た。ま

た、調査から報告書作成に至るまで次の方々から指導・協力をいただいた。記して謝意を表

したい。 (敬称略)

秋山進午・宇野隆夫・西井龍儀・吉岡康暢・田嶋明人・北野博司

6.自然科学的調査のうち、木炭の樹種の同定は、京都大学木材研究所、林 昭三氏に、考古

地磁気の測定は富山大学理学部教授、広岡公夫氏に依頼し、玉稿をいただいた。

7.文章の編集・執筆は、池野正男 。宮田進―・原田義範がおこなった。なお文責は文末に記

した。

8.実測図中の北は磁北である。
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I 位置と周辺の遺跡
黒河西山遺跡は、富山県射水郡小杉町黒河字西山に所在する。この地域は、富山県のほぼ中央に広がる射水丘陵の

北端にあたり、その北側には富山湾に向かって広大な射水平野が開けている。黒河西山遺跡は、この丘陵と平野の接

する位置にあり、標高約20mの丘陵の端部に立地する。

この地域一帯の地層は、平野部は、新生代第四紀沖積層に砂層・粘土層・礫層が堆積している。また丘陵では、新

生代第三紀の泥岩・砂岩層によって構成される青井谷泥岩層を基盤として、その上層に礫層と砂泥からなる日ノ宮互

層と太閤山火砕岩層が堆積している。この太閤山火砕岩層の風化土は、良質の粘土となり、現在でも瓦の原料として

利用されている 1/1ヽ杉町史 1959]。

この地域における遺跡は、丘陵部ではほぼ全域にわたって奈良時代から平安時代にかけての製鉄関連遺跡が分布し

ている。その代表的な遺跡として、椎土遺跡・上野赤坂A遺跡 。石太郎 C遺跡などがあげられる。また、小杉流通業

務団地No16遺跡 。小杉九山遺跡・石名山窯跡・天池窯跡などの須恵器窯跡もこの丘陵で確認されている。丘陵縁辺に

は、弥生時代から古墳時代を中心とした住居跡や墓群があり、その主な遺跡として上野遺跡・中山南遺跡・千田遺跡・

南太閤山 I遺跡・囲山遺跡などがある。また、平野部の主な遺跡としては、縄文時代から弥生時代を中心とした伊勢

領遺跡があるが、その実態は本格的な調査が行なわれていないため不明である。 (原田)
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図 2 地形 と発掘区
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Ⅱ 調査に至る経緯
昭和62年 7月 東和興産株式会社より、小杉町黒河字西山地内の農地転用申請力Mヽ杉町農林課に提出された。これを

受けて、小杉町教育委員会は、申請地が埋蔵文化財包蔵地に含まれることを確認した。このため開発業者と小杉町教

育委員会と協議の結果、遺跡の範囲を確認するための試掘調査を実施することとなった。試掘調査は、昭和62年 9月

30日 から同年10月 5日 まで第 1次調査、昭和62年 11月 16日 から同年12月 4日 まで第 2次調査を実施し、炭焼窯 2基 。

溝・穴の遺構を確認し、土師器・須恵器・鉄淳などの遺物が出土した。発掘面積約750m2で ぁる。また、第 2次調査

期間中に確認した 1号炭窯の記録保存調査を併行して実施した。発掘面積約80m2で ぁる。

さきの試掘調査結果をもとに、開発業者 。小杉町教育委員会・富山県埋蔵文化財センターの三者により遺跡の取り

扱いについて協議、調整が行なわれ造成計画地内にある忠魂碑の地区を除いた部分を対象として小杉町教育委員会が

調査主体となり、記録保存調査を実施することとなった。

発掘調査は、東和興産株式会社と小杉町との間で覚書を交した後、昭和63年 4月 18日 から同年 7月 1日 の延43日 間

にわたって実施された。発掘面積は約1700♂である。                        (原 田)

Ⅲ 調査の概要
1.立地と層序 (図 2)

遺跡は射水丘陵の先端部の台地に立地する。台地は北西方向に馬の背状に延びる。北側は、射水平野に連なる水田

に面し、西恨1は浅い谷が入る。台地の南部は県道富山・戸出 。小矢部線で切断されている。台地の南東部は土取りで

削られている。台地の標高は16～ 20mで、下の水田とは10mの落差がある。台地の裾は畑地のため段になっている。

その頂部には忠魂碑があり、その付近には、豊臣秀吉が越中に攻め入った時に陣を張り、鎧をかけたという木が残っ

ている。ここからは遠くに呉羽丘陵が一望できる。

表土直下は10～ 20cmで地山 (赤褐色粘質土)になる。発掘区の南西隅の裾は表土の下が暗茶褐色上で、その下が地山に

なる。北側の斜面は表土 。暗茶褐色土・黒褐色土で地山になり、10～ 80cmと 斜面を下る程深くなる。発掘区の北側斜面

の傾斜は 5～ 10度で、西側では10度である。台地の頂部が削平を受けているため、頂部付近の斜面は盛土になっている。

2.遺  構 (図 3～ 9)

検出した遺構は、炭焼窯 4基、須恵器窯 1基、溝 1条、穴13個である。炭焼窯・須恵器窯は斜面の等高線に垂直に

立地する。なお、今回は、工事で削平される斜面地を対象にしたため、頂上の平坦面は調査から除外した。

1号炭焼窯 (図 4)

1号炭焼窯は昭和62年 12月 、試掘調査を行った時に発見された。斜面の下の部分に立地する半地下式の窯である。

現存の長さは6.6mで 、窯体の半分近くは土取りのため削平されている。床面は奥壁で幅1.lm、 焚口で70cmあ る。遺

構確認面から床面までの深さは焼成部中程で90cm、 焚日付近で1.lmあ る。床面の傾斜は焚日付近で17度、焼成都中

程で15度である。 Cセ クションから4枚の炭層が確認でき、最下面から最上面までの炭層は30～35cmの厚さがある。

現存の窯体には煙出しが確認できない。両側の側壁は酸化面・還元面を良く残している。焼成部の床面には、炭材

が縦や横方向に並んで残っている。その炭材の長さは10～ 60cmで 、その内10～ 30釦のものが多い。太さは 6 cm以下の

ものがほとんどである。焚日付近の床面には鉄津が残っている (図 10の 29)。 この29の鉄津は、糞状の表面に一部磁

着する所があり、底面に還元した粘土泣が付着している。製練の時に、炉から3回以上流れて溜まって出来た鉄津で

あることが、表面観察で確認できる。重さ14kg。 また、焚回の右側にある鉄津 (図 10の 27)は、流出津で、重さ1,8319

である。表面は粘性の高い流動性を示すが、磁着しない。その他、焚口付近にある鉄津はガラス質の鉄岸で、重さ9009
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である。以上の 1号炭焼窯出土の鉄津は、すべて製練津で、焚回の袖石として使用されたのであろう。

なお、 1号炭焼窯の前庭部は家屋建築の時に、ほとんど削平されてしまっている。

2号炭焼窯 (図 5)

2～ 4号炭焼窯は昭和63年に発掘調査した窯である。 2号炭焼窯は、北側斜面の中腹から頂上にかけて立地する。

窯の先端部は 1号溝で切られ、その前庭部は 3号炭焼窯の先端部を埋めて作られている。窯は半地下式で、窯体の長

さ11.6mである。礫混じりの黄褐色粘質土であるため、側壁面は崩れやすく、炭化したあるいは赤化した壁面がほと

んど残っていない。床面の幅は奥壁で幅1,2m、 焚口で幅75cmと 細長いバチ形である。床面の傾斜は焚日から焼成部

中程で10度、奥壁付近で 5度 となり、奥壁の煙出し入日付近で傾きを変える。遺構確認面から窯床面までの深さは奥

壁で1.15m、 焚口付近で90釦である。

奥壁・側壁の煙出しは、窯体から離れて地山を掘り抜いて作られている。奥壁にある煙出しの煙道出日の上半分は

1号溝で切られているが、下半分は袋状になって残っている。側面の煙出しは右に 2箇所、左に 1箇所ある。右上方

の煙出し、左の煙出しは 2段掘りである。後者はその底面を少し掘って、地山の土を埋めて作られている。左側の煙

出しの上方に、側壁のくばんだ所がある。この部分は、 dセ クションで観察すれば、埋土に地山の暗赤褐色土を使っ
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ていて、焼けた面や炭化した面がない。この点から考えて、煙道を掘る時に側壁が崩れたために作業を中止して、地

山の上を埋めて、側壁を作ったと推測できる。その狽】壁はスサ入り粘上で、縄状のものが付着している。

焚日の断面は蒲鉾形 (hセ クション)を していて、側壁面は良く焼けている。焚日から前庭部にかけての床面には、

1枚の炭層がある。

前庭部は 3号炭焼窯の先端部と煙出し部分を埋めて作られている。その大きさは、東西 4m、 南北は畑地の段で切

られているが、現存長 3mである。前庭部の中心線は窯体より少し右に寄っている。前庭部の左側には90cm× 60cmの

穴が 1個、右側の周辺には20cHl～ 30cmの 円形の穴が 2個ある。これらの穴は小杉町野田A遺跡の 2号炭焼窯 [関  1983]

のように、上屋構造を想定できる柱穴と考えられるかもしれない。

なお、前庭部の覆土上面や底面から土師器甕 (図 10の 19。 20)が出土している。

3号炭焼窯 (図 6)

3号炭焼窯の先端部は、 2号炭焼窯で切られている。北側斜面の中腹から下部に立地する半地下式の窯である。窯

体の長さは、一部削平を受けているが、H.2mである。床面の幅は奥壁で90cm、 焼成都中程で lm、焚口で65cmである。

床面の傾斜は焚口で少し平坦になってそれから焼成部中程で19度、中程から奥壁で16度から7度 と傾きを緩める。遺

構確認面から床面までの深さは奥壁で1,25m、 焚口付近で75帥である。

煙出しは側壁に 1つある。窯体から離れて地山を掘り抜いて作られていて、掘 り方を持つ煙出しである。まず、1.55m

×1.55mの大きさの、方形の穴を作り、底を埋土して煙道の出口を作る。煙道の底面は、窯床面より20cm低 くなって

いる。

前庭部は半分以上が畑地の段で削平を受けて全体がはっきりしないが、両側に穴を持つタイプである。規模は2.8m

×65cmである。焚口から前庭部の床面の炭層は 1枚である。

遺物は炭・鉄津だけで土器は出土しなかった。鉄淳 (図 10の 30)は前庭部の覆土上面から出土している。焚日の袖

石に使ったと考えられる。この30はガラス質の製練岸で、表面が黒青色で鈍く光り、中は気泡が多くボソボソである。裏

には、スサ入り粘土の炉壁の一部分が付着している。その面は赤褐色と黄褐色が横に線を引いたように分かれること

から、この津は炉壁の粘上の継ぎ目に当たる。このような特徴を持つ炉壁は、小杉町石太郎 C遺跡の箱型炉のもの [関

1983]と よく似ていることから、箱型炉の炉壁と想定できる。鉄淳の表面に雫が垂れたようになっているため、炉底

より上の部分に当たる。さらに、鉄津の表面が九く円形になっているところが 2個あり、フイゴの羽日の装着日と考

えられる。各々の直径は約 7 cmで、13cm間隔である。重さ3.7k9。

4号炭焼窯 (図 7)

西側斜面に立地している半地下式の窯である。窯体の長さは11.25mである。地山が赤褐色粘質土や黄褐色粘質土

であるため、壁面はよく残っている。壁面は奥壁で lmの高さで残り、焼成部では垂直に立ち上がる。焚口では酸化

面が床面から50cmの高さでドーム状に遺存している。

床面の幅は奥壁で85cm、 焚口で55cHlと 細長 くバチ形をしている。床面の傾斜は焚口から焼成部中程で 8度、奥壁付

i近で 2度 とほぼ水平になる。遺構確認面から床面の深さは、奥壁で1.6m、 焚日で75cmである。

煙出しは、奥壁と側壁にある。地山をくり抜いてつくられている。奥壁付近が盛土や攪乱を受けているため、奥壁

の煙道の出回は表土から80cm下 にある。上方の煙出しの側壁には、煙道の入口以外に窓があいている。この窓は、25釦

×25cmの 大きさで、厚さ15cmのスサ入り粘土で窓を塞いでいる。下方の側壁の煙道は、入ロカおOcll× 20cmの長方形、

出ロカ湘Ocm× 35cmの 円形である。

焚由の床面は、地山を10釦ほど掘り下げて、そこに埋土して作られている。焚日から前庭部の炭層は、 hセ クショ

ンで見れば、 2枚である。
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前庭部は3.7m× 4mの方形で、奥壁が立ち隅が角張る。左側隅に1.2m× 1。 lmの穴がある。小杉町椎土遺跡の 9号

炭焼窯の例 [宮田 1988]の ような掻き出した灰をためる穴として使われたのであろう。右側には20cHl× 30cmと 、直径
20cmの小さい穴があるが、上屋構造を想定できる柱穴かもしれない。

前庭部の覆土上面と側壁の煙出し内から、製練津が 5 kg出土している。図10の28は左上方にある側壁の煙出しの覆

土から出土している。炉内津で、底面には炉壁が着いている。重さ1.7k9である。

なお、窯体の右側にある穴は、窯覆土とよく似た土が入っているが、窯壁面を切っていて、窯より新しい。

1号溝 (図 3)

溝は、北側の尾根の平坦面から西斜面をL字状に巡る。東の10号穴とセットになって尾根の入日になるかどうかは、

不明である。 2。 4号炭焼窯、 4号・ 5号 。7号穴を切っているが、溝の南側は県道で切られている。現存長は46m

で、幅75cm～ 1.5m、 深さ30～ 60cmで ある。覆土は茶褐色土 。暗黄褐色土 (地山混じりの土)で、締まりがいい。須

恵器杯、瓶、鉄淳が底面や覆土中から出土している (図 10)。 鉄津は小さく砕かれた製練津で、総重量 l k9である。

図10の 21は、スサ入りの粘土が底面に付着している。重さ339。 22～ 26は、表面に流動した跡を残す、月ヽ砕されたも

ので、重さ39～ 1199である。26は炭が噛む鉄津で、表面が錆化しているが磁着する。重さ559。

1号穴 (図 8の 1)

50cm× 45cHlの円形の穴で、壁が焼けている。覆土は焼土・炭化物を混じる茶褐色土である。深さ10cmである。

2号穴 (図 8の 2)

55cHl× 60cmの 円形の穴で、深さ10cmである。壁面 。底面が焼けている。覆土には焼土 。炭化物を混じる。

3号穴 (図 8の 3)

70cHl× 70cmの方形の穴で、深さ18cmである。焼土・炭粒を含む覆土で壁面 。底面は焼けている。

4号穴 (図 8の 7)

67cm× 65cmの 円形の穴で、 1号溝に切られている。深さ23cmで 、底面が焼けている。
5号穴 (図 8の 4)

1号溝で切られている。70cm× 60cmの方形の穴で、斜面の上で段汚ゞできる。壁面が酸化・還元している所がある。

6号穴 (図 8の 4)

半分近く未発掘の部分があるが、60伽×50cmの方形の穴である。深さ 5 cmで、底面が礫混じりでデコボコである。

7号穴 (図 8の 8)

直径60cm。 深さ8 cmの円形の穴で、 1号溝で切られている。焼土・炭粒が混じらない茶褐色土である。
8号穴 (図 8の 6)

1,2m× 55cmの長方形と2.2m× 1.9mの長円形が合わさった瓢箪形をしている。覆土から風倒木痕の穴である。
9号穴 (図 8の 9)

1.3m× 1.2mの 円形の穴で、深さ1,lmで ある。覆土の下部に礫を含む茶褐色上が入っているため、掘り進むとトン

ネル状になっていき、 2号炭焼窯の壁面先端付近にある穴に続く。
10号穴

長さ7.7m。 幅2,lm。 深さ55cmの長方形の穴である。覆土は暗黄褐色土・茶褐色土であるが、焼土 。炭粒を含まない。

11号穴

10号穴の横にある。90cm× 80cHlのほぼ円形の穴で、深さ20伽である。覆土は暗黄褐色土・茶褐色上である。 (宮田)
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1号須恵器窯 (図 9)

1号須恵器窯は調査区の西側斜面下位に位置し、窯体のみ確認された。調査区域外にのびる窯体及び灰層は削平を

受けて消滅していると推定される。窯体は斜面にほぼ直行して構築されているが、掘り込みが浅く遺存状況は良くな

い。確認できた床面は、長さ約5。 2m、 最大幅約1.85m、 深さ約0.4mである。主軸はN-83度―Eに とる。床面は長

さ約1.8mの ほぼ平坦な面があり、それ以後傾斜度を増して登 り、全体で約1.25mの比高差をもつ。従って、燃焼部、

焼成部の一部が残存すると推定できる。

燃焼部の床面は黄褐色土で、弱い遠元状態を示す。また、側壁は焼成部から直線的に連がることから、当初の焼成

部を短縮したと推定する。さらに、ほぼ中央に二次的に掘られた楕円形のビットがある。長径約1.2m、 深さ約0.lm

の穴で、覆土は窯壁青灰色還元土、焼土混じり土で埋め戻される。燃焼部の覆土は僅かに焼土、炭化物が混じる黒褐

色土で、青灰色還元土、焼土は認められない。

焼成部の床面は手前の小範囲に青灰色還元面が認められるが、大部分は赤色、黄色を呈し、温度管理の不良が推定

される。床面の傾斜は約20度で直線的にのび、床面の枚数は 1枚である。床面上には製品、焼き台は認められず、極

小量の小破片の遺物が出土した。焼成部の覆土は僅かに焼土、炭化物が混じる暗茶褐色、黒褐色土で、側壁及び天丼

の落下物は認められない。
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また、焼成部のほぼ中央の床面直上の位置から土師器甕 (図 10の12)が一括出土した。しかし、甕の体部外面には

二次的被熱痕及び煤が付着しており、窯の焼成品とは考えられず、混入品であろう。ただし、床面直上からの出上で

あり、窯跡操業終了時に近接した時期の遺物である。
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3.出土遺物 (図 10)

出土遺物には、須恵器・土師器、鉄淳などがあるが量は多くない。

1号須恵器窯出土遺物 (1～ 16)

遺物は主に燃焼部床面及び円形ピット覆土内から出上した。器種は杯 B蓋、杯 A、 鉢、奏、把手、特殊品などがあ

るが、量は少なく小破片が多い。また、青灰色に焼成された破片は 2・ 16の みで他の破片は赤褐色を呈する。

杯 B蓋 (1・ 2)

2点ある。 1は全形を知りえる資料であるが、器面の象J落が著しく調整は不明である。頂部はほぼ平坦でスムーズ

に国縁部に至り、端部は下方に丸く折りまげる。日径18.6cm。 つまみは扁平で中央が僅かに高くなる。最大径は3.2cul。

2は縁端部の小破片で、端部は下方にのび、断面形態は逆三角形を呈する。この他に頂部外面にロクロ削りを加えた

小破片がある。

杯A(3～ 11)

全て焼成不良品で 4は杯 Bの可能性を残す。底部は平坦なもの、やや丸みをもつものがある。底部外面はヘラ切り

未調整、内面は中心部までロクロナデするもの、仕上げナデを加えたものがある。口縁部は直線的に外傾するもの、

端部近くで僅かに外傾度を増すものがある。日径10.0～ 14.4cm、 高さ2.7～ 3.5cmの ものがある。

鉢 (13)

丸みをもった底部に内湾気味にのびた口縁部が付く。底部外面はヘラ切 り未調整、内面はロクロナデ調整し、中心

部に仕上げナデを加える。口縁部の内外面はロクロナデ調整する。日径16.2cm、 高さ7.8cm。

養 (16)

大型甕の回縁都小破片で、接合できないが数点ある。縁端部近くの内外面に突帯を巡らし、外面には 3条 2段の櫛

描波状文が巡る。

特殊品 (14)

用途不明品。最大厚1.Ocmの板状で指圧による押え調整する。上下は斜めに、中央の左右は弧状に面取りされる。

土師器菱 (12)

前述したように混入品である。口径19.8cmの大型甕。日縁端部は折れて斜め上方へ引き上げた形態で、内面は肥厚

気味になる。体部上半の外面は粘土紐成形痕を残し、頸部近くに数条のカキメが入る。内面はカキメ調整する。下半

外面は上から下方向の浅い削り、内面はハケメ調整する。

1号溝出土遺物 (17。 18)

1号溝からは須恵器、土師器が出土した力Ⅵ 破ヽ片が多く図示できたのは須恵器 2点である。17は焼成不良の杯 Bの

破片で 1号須恵器窯の製品と推定される。底部は平坦で、低くふんばった高台がつく。底部内外面の調整は不明。18

は瓶の口縁部の破片で、外端部を垂下させて口縁帯を作る。口径12.2cm。

2号炭焼窯出土遺物 (19・ 20)

2号炭焼窯前庭部覆土中から小型土師器甕が出土した。甕はロクロ成形された口縁部の小破片で、端部は丸くおさ

める。体部内面はハケメ調整の後、ロクロナデを施す。

1号須恵器窯出土遺物の時期

遺物の出土量が少なく、また、遺存状態が悪いなど時期を特定するのは難しい。杯 B蓋端部の形態は単におりまげ

たもの、断面逆三角形を呈するものがあり比較的古い様相を示す。鉢の形態は 7世紀代の特徴を残す。また、甕の口

縁部外面には流麗な櫛描波状文力寸苗かれる。従って、出土遺物の時期は8世紀前半代を想定しておく。また、混入土

師器甕も近接する時期の遺物であろう。                               (池 野)
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Ⅳ 調査の成果
1.炭焼窯について

本遺跡の炭焼窯は、これまで射水丘陵で確認されているものと同じ製鉄用の木炭窯である。製鉄炉と炭焼窯がセ ッ

トになった鉄生産のあり方を示している。これは、炭焼窯の前庭部や窯体内から製練滓が出土していることからも分

かり、遺跡周辺に製鉄炉の存在を予測させる。

1～ 4号炭焼窯の特徴を簡単にまとめてみる。すべて半地下式の窯である。すなわち、斜面を登るように窯体を作

り、掘った上で天丼を貼る。 1号窯は不明な点が多いので、 2～ 4号窯について考えて見る。

3号窯は、大きな堀 り方を持つ側壁の煙出しが窯体先端部付近にある。 3号窯先端部を埋めて 2号窯前庭部が作 ら

れている。 3号窯の奥壁には煙出しがなく、 2号窯にはある。 2号窯の側壁にある 3つの煙出しは、 3号窯に比べる

と小さく、 1つの煙出しが掘 り方を持つ。上下の位置関係にある窯で、このように煙出しの作り方が違うのは、本遺

跡と表野遺跡 1・ 2号窯のみである。その他の多くの例は、上下の窯が同じ作りをしている。しかも、表野遺跡の 1・

2号窯でさえ、煙出しの作 りが類似していることから、本遺跡の 2・ 3号窯は少し時間幅を考える必要がある。

4号窯は、奥壁・側壁にある煙出しに掘 り方がない。前庭部も長方形でしっかりしている。 3号窯とは違った作 り

をしている。 2号窯は 3。 4号窯の中間形態をしている。

さて、炭焼窯は構造から4つ に分けた。地下式のAタ イプ、半地下式で、煙出しに掘 り方のあるBタ イプ、半地下

式で、掘 り方を持たないCタ イプ、半地下式で、煙道が窯体に接 しているDタ イプがある。大きく見れば、A→ Dタ

イプに変化している [官田 1986]。 本遺跡の炭焼窯を当てはめれば、 3号窯はBタ イプ、 4号窯はCタ イプになる。

2号窯はCタ イプに含めて考えておく。

次に、 1～ 4号窯の年代を考えてみる。炭焼窯は、遺跡の出上がほとんどないために、時代を決めるのは難しい。

1～ 4号炭焼窯のうち、遺跡が出上したのは 2号窯だけである。前庭部底面から土師器甕が出土しているので、 2号

窯は 8世紀後半と考えられる。 2号窯と3号窯との前後関係は、上記のように考えれば、 3号窯が短期的に使われ廃

絶し、少し間を置いた後、 2号窯が作られたと考える。 3号窯は 2号窯より少し新しくなるが、 8世紀後半から9世

紀初めであろう。 4号窯は遺物の出土がないが、 1号溝との切り合い関係から年代を考えてみる。 1号溝は 8世紀前

半・ 9世紀後半の遺物を含むことから、 9世紀後半と考える。そうすれば、 1号溝で切られている4号窯は、それよ

り古 くなり、8世紀代～ 9世紀前半と考えられる。1号窯は時期不明だが、同じ丘陵に立地し、半地下式という点で、

2～ 4号窯と同時代と考えられる。

さらに、須恵器窯と炭焼窯の燃料採取が同一地域では競合しないいと考えられることから、 1号須恵器窯と1～ 4

合窯は時期差がある。前者の窯は 8世紀前半で、後者の窯は8世紀後半～ 9世紀前半と推定できる。すなわち、本遺

跡では、須恵器生産が、 8世紀前半に行われたが、 8世紀後半になると、北側にある黒河西山A遺跡に移動する。そ

の代わりに、製鉄用の製炭が始まり、 9世紀前半まで続くことになる。

2.炉壁の保土穴について

3号炭焼窯の前庭部から炉壁の付着したガラス質製練津 (図 10の30)が出上している。これは、箱型炉の炉壁に送

風装置の装着を想定できる資料である。13cm間隔に 2個ある保土穴の復元口径は 7 cmである。保土穴のある炉壁の類

例は岡山県キナザコ遺跡の炉壁 [光永 1979]で ある。炉壁は12cm間隔で 3つの保土穴がある。穴は炉底から約15cln

ほどの高さにあり、炉内に面する内径は 2 cmである。この例は本遺跡のものと保土穴の間隔と高さの点が似ているが、

保土穴の内径が違う。その他、岡山県大蔵池南製鉄遺跡 [森田 1982]・ 石生天皇遺跡 [近藤 1980]・ 福岡県八熊

製鉄遺跡 [井上 1982]の 炉壁に残っている保土穴は 3～ 5 cmであり、県内の小杉町椎土遺跡 [宮田 1988]で も内
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径4.4cmである。これらの例から考えると、本遺跡の例は内径を少し小さく復元しなければならないかもしれない。

さらに、上記の西日本の例は、炉壁の保土穴が、三角形である点で、本県の円形の例と違っている。そのことからも、

箱型炉における製鉄技術あるいは系譜の地域差を考える可能性がある。                 (官 田)

注① 16世紀以降の火縄銃の鉛玉1点 (重さ59)も 1号溝から出上している。そのため、溝が区画している頂部の発掘調査結果を
持って、溝の性格。年代を考えたい。

3.周辺の須恵器窯跡

黒河西山遺跡は平野部に面し、北側に延びた刈ヽ丘陵上の基部に位置する。この丘陵の先端部にここに報告する須恵

器窯跡がある。丘陵の上面は土取りによって削平を受け、窯体は消滅した可能性が強いなど遺存状態は悪い。窯体数

は灰層の状況から1基 と推定する。また、隣接して製鉄遺溝 (炉)も 認められる。遺跡名は字名を取って黒河西山A

遺跡と呼称する。

採集遺跡には、杯 B蓋、杯 B、 杯 A、 長頚瓶、奏などの破片があるが、量は多くない。

杯B蓋 (図 11の 1～ 6)

平坦な頂部から僅かな稜をもって口縁部に至るものが多い。頂部外面はヘラ切り後軽くロクロナデ調査する。内面

は中心部までロクロナデ調整するのが一般的で、僅かに仕上げナデを加えたものもある。つまみは九味が強く、中央

部が高くなる。最大径は2.6～ 2.8cm。 縁端部は逆三角形で下方にのびるもの (1)、 九味が強く内側にまき込む形態

のもの (2～ 4・ 6)、 外傾気味で内端部に稜をもつもの (5)がある。

日径によって、杯 BⅢ蓋 (1、 日径14。 lcm)、 杯 BⅣ蓋 (2～ 6、 日径16.2～ 17.Ocm)に分ける。

杯B(7～ 9)

日縁部は直線的に外傾するもの (8)、 端部近 くで僅かに外傾度を増すもの (7、 9)がある。高台は底部と口縁

部の境から内側につく。形態は太く、低 くふんばり外端部がある。底部は平坦で、外面をヘラ切 り後軽くロクロナデ、

内面は中〕とヽ都までロクロナデ調整する。

法量は、杯 BⅢ (7～ 9、 口径14.6～ 14.8cm、 高さ4.2～ 4.7cm)の 1種のみ。

杯 A(10。 11)

全形を知りえる資料はない。10は 回径13.4伽の口縁部破片。11は僅かに九味をもつ底部破片で、外面はヘラ切り未

調整、内面は中心部までロクロナデ調整する。

長頚瓶・重 (12～ 14)

12は ラッパ状に開いた長頚瓶の日縁部破片。14は径19。 8cmの大型の脚部破片で、器種は広口壷、短頚壼などが推定

できる。

養 (15～ 22)

外面のタタキ痕は木目に斜行して溝を刻んだ格子ふうのタタキロが一般的であるが、やや粗い格子タタキロを残す

もの (15。 19)も ある。また、15は頚部破片で外面に明瞭な格子タタキロを残す。内面は全て円形アテ具痕を残す。

編年的位置

採集遺跡の量は少なく実体は不明確であるが編年的位置を推定してみる。

器種の特徴を列器すると、杯 B蓋のつまみは九味が強くシャープさを欠く。頂部外面はロクロ削り調整は認められ

ない。端部の形態は逆三角形で下方にのびるものが 1点あるが、主体をなすのは九味が強く内側にまき込む形態であ

る。この形態のものが主体になる窯は今まで知られておらず、比較的類似するのが南太閤山Ⅲ窯跡である。

杯 Bの高台の形態は太くて低くふんばり外端部が高くあがる。また、高台は底部と日縁部の境から僅かに内側につ

く。法量は杯 BⅢ の低いものである。
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上記の特徴 を射水丘陵の須恵器窯跡編年 [池野 1987]に当てはめると、 8世紀第 3四半期終末頃が推定 される。

(池野 )
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V 自然科学的調査

1日 黒河西山遺跡出土木炭の樹種

京都大学木材研究所  林   昭三

黒河西山遺跡 (富山県小杉町、奈良時代)の炭窯などから出土した木炭227点 について樹種の同定を行なった。各

試料の木日、柾日、板目面が出るように割裂し、反射顕微鏡によって道管の配列、穿孔板、螺旋肥厚の有無、放射組

織の幅、同性か異性か、柔組織の配列などを観察して樹種を同定した。識別の拠′点は以下のとおりである。

モミ (Abies firma Sieb et Zuccマ ツ科)

早材から晩材への移行は緩、樹脂道が認められない。分野壁孔は小さく3～ 4個ある。放射組織の上下に異形の細

胞が認められる。

ヤナギ属 (Sal� spヤナギ科)

道管はやや大きく、単独または放射方向に数個複合して比較的均―に分布する。やや斜方向に配列する傾向がある。

放射組織は単列異性である。種名まで確定できない。

オニグルミ luglans mandschurica Max subsp sieboldiana Kitamク ルミ科)

比較的大型の道管が散在し、道管は単穿子しである。放射組織は同性で接線方向につらなる軸方向柔組織と網状を呈

する。

アサダ (Ostrya iaponiCa sarg.カ バノキ科)

道管の大きさは中庸で数個が放射方向に複合して平等に分布する。単穿孔で螺旋肥厚がある。放射組織は異性であ

まり広くない。

クマシデ属 (Carpinus spカ バノキ科)

放射孔性の散子し材でやや小さい道管が数個放射方向に複合する。放射組織は同性で狭く、集合放射組織を形成する。

クマシデ、イヌシデなどがあるが種名まで確定できないのでクマンデ属とした。

ハンノキ (Ahus iapOnica Steudカ バノキ科)

道管の大きさは中庸ないしやや小さく、階段穿孔を有し、 2～ 3個が放射方向に複合する。集合放射組織のところ

で年輪界が内側に凹む傾向がある。

ブナ (Fagus crenata BIumeブ ナ科)

道管はやや小さく多数が平等に分布する。広放射組織がある。

ナラ類 (Quercus spブ ナ科コナラ亜属コナラ節)

孔圏の道管は 1～ 3列で非常に大きい。孔圏外の小道管は角張っていて火炎状に分布する。広放射組織がある。コ

ナラ、ミズナラなどがあるが種名まで確定できない。

クリ (Castanea crenata Sttb et Zuccブ ナ科)

孔圏の道管は非常に大きく1～数列ある。孔圏外の小道管は角張っていて火炎状に分布する。放射組織はすべて単

列である。

ケヤキ (ZelkOva serrata Makinoエ レ科)

年輪のはじめに大きい道管が 1列にならび、孔圏外では小道管が多数集合して接線方向につながる。放射組織は異

性で上下の縁に大形の結晶細胞がある。
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ヤマグワ (Morus bOmbycis Koidzク ワ科)

孔圏道管はやや大きく1～ 5列、孔圏外では不規則に複合して散在する。単穿孔でチロースを含む。放射組織はや

や広い。

モクレン属 (Magnolia spモ クレン科)

道管はやや小さく、数個が不規則に複合して平等に分布する。ターミナル柔組織が顕著である。ホオノキ、コブシ

などがあるが種名まで確定できないのでモクレン属とした。

シキミ (11licium religiosum Sieb.et Zuccモ クレン科)

道管は非常に小さく平等に分布する。放射組織は異性で 1～ 2細胞幅である。

バラ科 (ROSACEAE)

散孔材で小さい道管が平等に分布する。サクラ属に似ているが、サクラ属と同定できないのでバラ科とした。カマ

ツカ (カ マツカ属)やアズキナシ (ナナカマド属)に似た部分もあるが確定できないのでバラ科とした。

サクラ属 (Prunus spバ ラ科)

やや小さい道管が年輪の内境では 1列に並び、年輪内では斜方向に配列する傾向がある。側壁に螺旋肥厚がある。

放射組織はほぼ同性である。ヤマザクラではないかと思われる。

ヌルデ (Rhus chinensis Millウ ルシ科)

道管の大きさは孔圏から次第に減じ、年輪の外境附近では小道管が集団になって接線状に配列する。単穿子しでチロー

スがある。放射組織は 1～ 3列で狭い。

カエデ属 (Acer spカ エデ科)

道管の大きさは中庸ないしやや月ヽさく、分布密度は小さい。単穿孔である。放射組織は同性で、幅は3～ 4細胞で、

カエデ属の中では狭い部類に属する。軸方向柔細胞が木口面で特徴的な模様を示す。ウリカエデ、ウリハダカエデな

どがあるが、種名まで特定できないのでカエデ属とした。

タカノツメ (Evodiopanax innovans Nakalウ コギ科)

環孔材であるが孔圏の道管は 1列で粗に配列し、孔圏外ではやや斜方向に配列する。放射組織は 1～ 3列で異性で

ある。

ケンポナシ (Hovenia dulcis Thunbク ロウメモドキ科)

孔圏の道管はやや大きく、外に向って次第に小径となる。小道管は複合する。壁は厚い。単穿子し、放射組織は異性

で幅はやや広い。軸方向柔組織は周囲状配列をする。

タラノキ (Ar』 ia elata Seemウ コギ科)

孔圏道管は1～数列になり、Tし圏外では小道管が接線方向に長く連続する。放射組織はやや広い。

ミズキ属 (Cornus spミ ズキ科)

散孔材で年輪のはじめより中央部で径が最大となる傾向がある。分布数は年輪のはじめが大きい。放射組織は異性

である。ヤマボウシではないかと思われるが、確定できないのでミズキ属とした。

不明 A

木部か髄かはっきりしない構造で、つる性植物ではないかと思われる。

不明 B

散孔材で螺旋肥厚がある。試料が細片化して観察が不能であったので不明とした。

試料木炭の原材料には、太い材を板状、角状にしたもののほか、きわめて小径の皮付きの枝材と思われるものまで
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いろいろ含まれていた。樹種識別の拠点となる特徴はすべて成熟木について記載されている。樹心部や未成熟材につ

いてはどの文献にも記載がないので、観察結果から樹種を同定するのにかなり困難があった。たとえばクリやナラ類

のような環孔材でもごく内層の年輪では孔圏を形成しないことがあり、シイノキ属の成熟木と同様の道管配列をする

ことがある。 (写真13)。 また多分に枝材と思われるが、きわめて生長の悪い材料もかなり含まれており、年輪層が)F

常に狭くなったぬか目状を呈するものもあった (写真23)。 その上、包埋 して切片を作製して鏡査するという時間的

余裕がなかったため、実体顕微鏡 (最大倍率×120)イこよる観察となった。したがって樹種識別の結果が属名にとど

まるものが多く含まれている。全試料の識別結果を表 1に 、窯ごとの樹種出現頻度を表 2に まとめた。

針葉樹 1種と広葉樹20種とが検出された。針葉樹はすべてモミとしたが、観察中には分野に 2個のスギ型壁孔が見

られる部分もあった。しかし同一試料の他の部分では小型の分野壁孔が 3～ 4個観察されたので、すべてモミとした。

広葉樹はすべて温・暖帝に分布する樹種である。 1号炭窯から4号炭窯までまんべんなく検出された樹種として、ク

マシデ属、ヤマグワ、モクレン属、バラ科、サクラ属、ミズキ属があげられる。これらの樹種は炭窯の周辺にはまん

べんなく生育していたものと考えられる。一方窯によって特定の樹種が多く検出される場合もあった。 1号窯ではヤ

ナギ属、ハンノキ、カエデ属、 2号窯ではモミ、クリ、ケヤキ、 3号窯ではブナ、 4号窯ではクリである。これらの

樹種は特にその炭窯の周辺に生育していたものであろう。またクリが全体で約33%と いう高率で出現しているにもか

かわらず、 1号窯では 1件 も検出されていないのは大きい特徴である。周辺にはかなり多くのクリが生育していたに

もかかわらず、 1号窯の周辺にだけは生育していなかったのかもしれない。いずれにしてもこれらの結果からは炭窯

の周辺に生育していた広葉樹を伐採して炭材としたことが推察される。

表 2 窯別樹種出現頻度
1号 炭 窯 2号 炭 窯 3号 炭 窯 4号 炭 窯 1号須恵器窯 4 号  穴 計

モ 2 6 l 9

ヤ ナ ギ 属 5 l 6

オ ニ グ ル ミ 1 ユ

ア  サ  ダ 2 2

クマ シデ属 2 ユ 1 1 5

ハ ン ノ キ 6 3 1

ブ ナ 1 5

ナ フ 類 2 2

ク リ 7 2

ケ  ヤ  キ 3

ヤ マ グ ワ 7 1 4

モ ク レ ン属 1 1 4

シ  キ  ミ 1 ユ 2
バ   ラ  科 1 1 9

サ ク ラ 属 5 5

ヌ  ル  デ 1 3

カ エ デ 属 5 1 8

タ カ ノ ツ メ 1 1

ケ ンポ ナ シ 1 1 2

タ ラ ノ キ 1 ユ 2

ミ ズ キ 属 3 1

不  明  A ユ 1

不  明  B 1 1

計 1 227
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表 1 可ヽ杉町黒河西山遺跡出土炭一覧表

ヽ 料
争 号 採 取 部 位 層 位

半均巨径
rrH) 樹 種

1号炭窯

1 焼 成 部 床 面 5 ヤナギ属

2 5 ヤナギ属

3 3 ヤナギ属

4 3 シキミ

5 ヤナギ属

6 オニグル ミ

7 ヤマグワ

8 サクラ属

9 2.8 カエデ属

サクラ属

ク カエデ属

4 サクラ属

ハンノキ

カエデ属

サクラ属

8 サクラ属

サクラ属

ミズキ属

1.5 サクラ属

2.2 ヤナギ属

サクラ属

4 クマシデ属

2 サクラ属

ハンノキ

6 バラ科

6 サクラ属

ミズキ属

2 ヤマグワ

ヤマグワ

ミズキ属

ク モクレン属

バラ科

ハンノキ

4 サクラ属

サクラ属

3 タカノツメ

5 モ ミ

3.2 ケンポナシ

ク 2 ヤマグワ

6 ハンノキ

サクラ属

天丼落下土 4 ヤマグワ

前 庭 部 覆  土 5 ブナ

ヽ 料
争 号 採 取 部 位 層 位

半均直径
rr.mⅢ 樹 種

前 庭 部 覆  土 クマシデ属

焼 成 部 天丼落下土 カエデ属

モ ミ

ヤマグワ

燃 焼 部 カエデ属

前 庭 部 覆  土 5 ヌ ,レデ

ハンノキ

ハンノキ

ヤマグワ

2号炭窯

焼 成 部 床  面 サクラ属

クリ

6 ク リ

モ ミ

ケヤキ

4 サクラ属

モ ミ

クリ

ヤマグワ

ケヤキ

ク リ

2 モクレン属

ケヤキ

ク ク ク リ

ク リ

8 クリ

バラ科

3 ク リ

ク リ

ク リ

ミズキ属

ク ク リ

モ

2 バラ科

サクラ属

ク リ

サクラ属

5 ミズキ属

ク 5 サ ク ラ属

5 ク リ

ヤマグワ

4 サクラ属

床面付近 バラ科

ヤマグワ
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試 料
番 号 採 取 部 位 層 位

半 均 巨 径

(cm) 樹 種

焼 成 部 床面付近 5 サクラ属

ミズキ属

ヌルデ

サクラ属

サクラ属

天丼落下土 3 サクラ属

サクラ属

サクラ属

クリ

ク ナラ類

モミ属

クマシデ属

4 ハンノキ

クリ

1 モクレン属

サクラ属

バラ科

クリ

5 ク リ

モ ミ

クリ

クリ

タラノキ

// ク リ

モ ミ

2 ク リ

ヤマグワ

ミズキ属

サクラ属

ナラ類

ク リ

ヌルデ

ハンノキ

ユ 不明A

ク リ

ク リ

奥壁の煙出し 覆  土 クリ

床  面 バラ科

左側の上の煙出し 覆  土 ク リ

ク ク リ

側壁付着 クリ

覆  土 7 ク リ

ク リ

ク ク リ

試 料
番 号 採 取 部 位 層 位

平均直径
(cm) 樹 種

左側の上の煙出し 覆  土 クリ

クリ

側壁付着 ク リ

掘 り方 ヤマグワ

付壁付着 2 サクラ属

中の煙出し 床面付近 4 クリ

左側の中の煙出し 覆  土 6 クリ

4 ク リ

サクラ属

ク リ

右側の中の煙出し カエデ属

右側の下の煙出し 4 ク リ

ク リ

燃 焼 部 床  面 モクレン属

ク サクラ属

サクラ属

ハンノキ

ク リ

前 庭 部 覆  土 ク リ

ク リ

ク リ

3 モクレン属

3号炭窯

焼 成 部 床  面 ク リ

ク リ

床面付近 6 ブナ

5 ブナ

4 ミズキ属

クリ

天丼落下土 ク リ

ク リ

6 クマシデ属

アサダ

3 サクラ属

9 ク リ

3 サクラ属

5 ケンポナシ

前 庭 部 覆  土 ブナ

カエデ属

ヤマグワ

クリ

左側の煙出し 掘 り方 カエデ属

焼 成 部 覆  土 モクレン属

アサダ
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ヽ料
争号 採 取 部 位 層  位 平均直径(rm) 樹 種

焼 成 部 天丼部落下土 4 ブナ

左側の煙出し 覆 土 サクラ属

前 庭 部 ヤナギ属

2 バラ科

サクラ属

2 サクラ属

モ ミ

4号炭窯

焼 成 部 床  面 ク リ

3 ク リ

不明B

クリ

ク リ

モクレン属

天丼落下土 クリ

クリ

4 ク リ

// クリ

覆  土 クリ

天丼落下土 クリ

覆  土 2 クリ

ク 天丼落下土 サクラ属

覆  土 2 サクラ属

4 クリ

ク リ

// ク リ

6 クリ

上の煙出し 天丼落下土 ク リ

5 ク リ

202 左側の上の煙出し 覆  土 ヤマグワ

クリ

クリ

1.7 ヤマグワ

サクラ属

床  面 ヤマグワ

燃 焼 部 床  面 クマシデ属

前 庭 部 覆  土 ミズキ属

モクレン属

サクラ属

シキミ

ミズキ属

// ク リ

バラ科

ミズキ属

式 科
濠 暑 採 取 部 位 層  位 平均直径rぉnゝ 樹 種

前 庭 部 覆  土 2 ミズキ属

ミズキ属

ハンノキ

220 モクレン属

ヤマグワ

222 7 モクレン属

サクラ属

ク リ

1号須恵器票

225 焼 成 部 覆  土 タラノキ

4号穴

覆  土 4 ク リ

ク リ
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1モ ミ
)(70

1号炭窯 37

2ヤ ナギ属
×40

1号炭窯 1

3ヤ ナギ属
×50

1号炭窯 2

4オ ニタル ミ
×35

1号炭窯 6

5.アサグ
X70

3号炭窯 162

6.ク マシデ属

×35

1号炭窯 22

7ハ ンノキ
X20

2号炭窯 119

8ハ ンノキ
X20

2号炭窯 147

9ブ ナ
×45

1号炭窯 47

10ブナ
×45

3号炭窯 155

H ナラ類
)(30

2号炭窯 96

12.ク リ

×45

2号炭窯 54

13ク リ
×30

4号炭窯 224

16.ヤマ グワ
×45

1号炭窯 7



17ヤマ グワ
×30

1号炭窯 28

18,ヤ マグワ

X85
4号炭窯 7

19モ クレン属
×30

4号炭窯 186

20シ キミ
×30

1号炭窯 4

21シ キミ
×45

4号炭窯 212

22.バ ラ不斗

×45

1号炭窯 25

23サ クラ属
×20

1号炭窯 12

24サ クラ属
X45

2号炭窯 146

25 ヌル デ
×45

2号炭窯 118

26.モ クレン属

×30

1号炭窯 31

27.カ エデ属

×45

2号炭窯 141

28タ カノツメ
×45

1号炭窯 36

29ケ ンポナシ
×30

1号炭窯 38

30.ケ ンポナシ

×35

3号炭窯 166

31タ ラノキ
X45

1号須恵器窯 225

32ミ ズキ属
X30

1号炭窯 18



2.黒河西山遺跡の考古地磁気測定

富山大学理学部地球科学教室

広 岡 公夫、味喜 大介

はじめに

上が熟せられキューリー点以上の温度から地表で冷去,さ れると、その中に含まれている磁性鉱物 (磁鉄鉱・Fe301

や赤鉄鉱・Fe203)は 、そのときに作用している地球磁場の方向に磁化を獲得する。この磁化を熱残留磁化といい、

非常に安定で何万年経ってもその磁化方向は変わらない。焼かれた時代が異なると、地磁気の方向も変わっているの

で、熱残留磁化の方向も異なる。

この熱残留磁化の方向の違いを提えて、既に明らかにされている過去2000年の西南日本の地磁気の偏角・伏角の永

年変化 (HirOoka、 1971:広岡、1977)と 照合して焼上の年代を求めるのが考古地磁気法である。

上が焼かれたときに、年代を測る時計のスイッチが入るので、遺構焼土には最も適した年代推定法であるといえよ

う。ことに、どのような遺構であるかという遺構の種類は問わず焼土があればいいので、今回の黒河西山遺跡のよう

に、種類の異なる焼土遺構が共存する場合には都合がいい。しかし、土の中に最も普遍的に含まれている磁性鉱物は

チタン磁鉄鉱で、そのキューリー点は500℃ ～578℃であるので、測定試料として採取する深さ4 cmま でその温度以上

に加熱されるためには、相当よく焼かれる必要があるらしく、炉跡や焼土広などで焼けが十分でないものは磁化方向

のばらつきが大きくなってしまう。

また、基準としている考古地磁気永年曲線は、畿内、東海地方を中心とし、それから九州にわたる西南日本各地の

遺跡焼土の考古地磁気測定から求められたものであるので、年代によっては、地球磁場の地域差のために、緯度が高

く東によった富山県では少しずれる場合がある。まだ詳しいところまではわかっていないが、 8～ 9世紀では、北陸

地方は伏角が深く、偏角の西偏力Mヽさいらしい。更に、考古地磁気永年変化をよくみると、時代によって変イとが速い

ときも遅いときもあり、例えば、12～ 13世紀や14～ 16世紀は速く、10～ 11世紀、19世紀後半～現在は余り変化してい

ない。過去2000年 間を平均すれば 1世紀で7.5° くらいの程度で変化していることになる。永年変化の大きいときは推

定年代の精度は高くなり、遅いときは推定年代幅が大きくなる。

試料の採集と磁化測定

発掘調査が行われた黒1可西山遺跡では、 1号須恵器窯、 2号炭焼窯、 3号炭焼窯、4号炭焼窯、 3号穴の 5遺構か

ら考古地磁気年代推定のための測定試科を採取した。 1号須恵器窯から12個 (試料番号STY511～ 522)、 2号炭焼窯

から16個 (TYC101～ 116)、 3号炭焼窯から15個 (TYC121～ 135)、 4号炭焼窯から14個 (TYC141～ 154)、 3号穴か

ら13イ固 (UTY141～ 153)の総計70個の焼土試料を得た。

焼土に熱残留磁化の形で記録されている昔の地磁気の方向を知るための測定であるから、測定試料は、焼上が遺構

中でどのような方位をとっていたかが分かる定方位サンプルでなければならない。地磁気の方向の永年変化は河ヽさい

ので、試料の方位測定の誤差は年代推定値の誤差に大きく効いてくる。そのために、高精度の方位測定を現場で行う

必要がある。残留磁化の測定は、リングコア型スピーナ磁力計 (夏原技研製 SMM-85型)で行った。

考古地磁気測定結果

残留磁化方向の測定では、まず、基準面に対する磁化方向を測り、基準面を遺構中に傾けたときの磁化方向を、計

算で求める。こうして得た 1須恵器窯、 2号炭焼窯、 3号炭焼窯、 4号炭焼窯、 3号穴の各遺構の個々の試料の磁化

方向 (偏角と伏角)と磁化強度が、第 1～ 5表に掲げられている。表をみると、同一窯から得た試料でも、それぞれ

の試料の磁化方向は偏角、伏角ともに少しずつ異なり、ばらついていることがわかる。中には大きく磁化方向がは
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ずれている試料もある。これらは、磁化後に動いたか、充分温度が上がっていないかなどの原因によって、磁化方向

が焼かれた時から向きが変わってしまったもので、忠実な地磁気の記録とは考えられない。このような地磁気の記録

でないものは除外する方がいい。考古地磁気データとして最も信頼できるのは、少しずつ方向がばらついた磁化ベク

トルから統計的に求めた平均磁化方向である。平均磁化方向の計算にはフィッシャーの統計法 (Fisher,1953)を 用

いる。第 2、 3、 4、 5表で、 *E口がついているものは、磁化方向が大きく離れたもので、平均磁化方向を求める統

計計算の際に除外されたことを示す。

第 6表は、この統計法によって求めた各窯の試料個数 (N)、 平均偏角、平均伏角、フィッシャーの信頼角 (α 96)、

フィッシャーの精度パラメータ (K)、 平均磁化強度が示されている。求められた平均磁化方向が95%の確率で存在

する範囲を示すのがα95であり、Kは、個々のサンプルの磁化ベクトルの内、平均磁化方向の成分がそれを乱す成分

の何倍であるかを表わすものである。α95は値が小さいほど磁化方向のまとまりがいいことを表し、通常のまとまり

のいい須恵器窯の場合には 2°前後の値となる。ばらつきの程度が同じならば試料個数が多くなるとα95は小さくなり、

測定結果の誤差は小さくなる。まとまりのいい窯跡の場合のKは、数百の値をとる。磁化強度は、よく焼けた窯跡で

lo 4emu/grの オーダーが普通である。

考古地磁気推定年代

第 6表の結果を、西南日本各地の遺跡から求められた過去2000年 の考古地磁気永年変化の標準曲線にプロットした

のが第 1図である。Declinationは 偏角、Inclina� onは伏角である。○印は西暦紀元から1950年 まで50年毎の地磁気の

方向を表し、それをつないだ曲線が考古地磁気永年変化の標準曲線である。●印が窯跡の平均磁化方向を表し、それ

を囲む楕円がα95の範囲を示す。図中の数字 lS、 2C、 3C、 4C,3Pは、それぞれ 1号須恵器窯、 2号炭焼窯、 3号炭

焼窯、 4号炭焼窯、 3号穴の結果を示している。地磁気永年変化曲線が過去の地磁気の永年変化を正しく表している

ものと仮定することができれば、●印が曲線のどの年代の部分に最も近いか、α95の楕円が永年変化曲線の線分のど

れくらいの長さを覆うかで、考古地磁気推定年代とその誤差の年代幅が決まる。

いずれの結果もばらつきが大きく推定年代の誤差は相当大きくなる。また、 6世紀後半から7世紀前半までと7世

紀後半から9世紀初頭までは、偏角が古い年代の方が少し西偏が大きいのみで、伏角は似たような値になるため、可

能性のある年代値が 2つ あることになる。

第 1図から推定される考古地磁気年代は、

1号須恵器窯 :A.D。  670± 40年

2号炭焼窯

3号炭焼窯

4号炭焼窯

3号穴

となる。

AD 570± 40年  または、AD,790± 80年

AD.630± 40年

A.D 760± 50年 または、A.D 525± 30年

A,D 125± 100年  または、AD.250± 100年
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第 1図 過去 2000年間の西南 日本の地磁気永年変化 と黒河西 山遺 跡の考古地磁気測定結果 。
Declination i偏 角、hclination:伏角、
lSi l号須恵器窯、2C:2号炭焼窯、3C:3号炭焼窯、4C:4号炭焼窯、3P:3号穴.
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第 1表  1号須恵器窯の磁化測定結果

伏角       磁化強度
(° )        (× 10~4 emu/g)

STY 511    -81       581       397

512             5 8                 58 9                   2 33

514     -55        593         424

515    -161        557         536

516    -148        543         349

517     -110        566         323

518     -34        684         446

519    -115        608        138

520    -172        523         406

52ユ      ー79        655        127

522    -149        651        211

角

動

偏
Ｃ

第 4表  4号炭焼窯の磁化測定結果

謝器   √3   宵  (×部4鴫/p
TYC 141    -80       432       236

142     -69        552         215

*     143     -267        440         962

144     -25        555         259

145     -94        395         422

146    -■ 4        563        0961

*     147     -97        332         0466

*    148     136        701         0296

149    -137        426         325

150         -18 1                58 4                 2 64

15ユ      ー76        499         286

152    -148        580         478

153     -184        542         278

154     -93        588         229

*:統計計算の際に除外 したもの第 2表  2号炭焼窯の磁化測定結果

諄需   √3   宵  (×騨
`鴫
/p

TYC 102    -H5       540       277

103     -06        562        1634

104    -213        460        483

*    105    -416        486         143

*    106    -613        142         o626

107    -238        513         343

108    -210        437         483

■    109     676       -765         890

*     110     -300       -149         344

1■      -88        443         521

112    -161        534         127

*     114     -37       -337         186

116    -297        568         621

*:統計計算の際に除外したもの

第 5表  3号穴の磁化測定結果

講器   路   胃  (×μЧ監/p
UTY 141     29 8        50 6         0 540

142            29 2                 51 3                  0 584

*    143    -107.0        863        0305

*    144    -573        694         0479

*    145    -362        666         280

*     146     -205        690         0512

147           14 1                68 4                 1 08

148           12 9                61 5                 0 659

149          15 5              76 2                0 522

150           23 3                61 9                 0 836

*    151      10        393         143

153           10 9                73 7                 1 75

*:統計計算の際に除外したもの

第 3表  3号炭焼窯の磁化測定結果

A4・ltt   β3   簡  (×評
`鴫
/D

*TYC 121    -23       285        1,30

*    122    -653        746         o465

*    123    -1428        697         0642

■    124    -193        362         0900

*    125     -98        460         171

*    126      01        764         0992

128    -264        604         235

129    -338        610         242

131    -247        653         606

132     -409        673         462

133    -240        579         345

134    -126        685         0800

キ    135    -1472        702         0770

キ    136      61        616         538

137    -235        522         948

*:統計計算の際に除外したもの

第 6表 黒河西山追跡の考古磁気測定結果

勘名 NマΥ 平澪争角 簡 K ば考解時イ眠鸞鬼)
1号 須恵器窯 11  -99  598   342  1787    716

2号 炭 焼 窯 8 -167  511  535  1082   0872

3号 炭 焼 窯 7 -265  620  515  1384   417

4号 炭 焼 窯 ■  -104  521  ■44  1065   281

3  号  穴 7   214   636   805   522     0848

N:試料個数、α95:フ イッシャーの信頼角、K:フ ィッシャーの精度パラメータ。
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図版 4
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図版 7
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図版 9
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図版 10
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図版 12
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図版 13
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1:3

3 1号炭焼窯
1:3
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図版 14

表採遺物

1～ 3.

黒河西山A窯跡
1:3
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